
所管部局

※（　　　）の数字は，委員数

所管部局による今後の改善策 今後の改善策について 意見・提言

基本方針 現行どおり 　①現行どおり　　（ 2 ）　　②改善（ 2 ）

　③当面現状維持（ 0 ）　　④廃止（ 0 ）

〇非課税世帯の介護人家族を支援する当該事業の社会的意義は
非常に高い。今後は，介護度にかかわらず，在宅で常に紙おむつ
を必要とする高齢者等に対し，一定の給付ができないか，要件の
緩和についても検討してほしい。
〇給付の趣旨からみて，「薄く広く」より低級の方にも恩恵が行きわ
たるようにして欲しい。
〇増加していくであろう事業費を適正に定める努力をお願いした
い。あくまで経済的負担の軽減というだけの事業ではないと思うの
で，様々な角度からのサポートをしてほしい。
○高齢化の急激な進行を踏まえ，「予算の上限」を人口推計を利用
して算出しておいた方がよい。
〇介護家族やケアマネージャー，業者など，介護者と接点のある人
たちにアンケートや状況の報告等を実施し，現在の事業内容が妥
当なのかを，都度，検証する必要があると思う。

外部評価委員会としての提言

改善

実施方法の効率性 図られている（今後の改善は難しい） 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

コ
ス
ト・
負
担

コストの節減度 節減できている

利用者数の増加により，事業費が増
加する可能性がある。

妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

執
行
方
法

外部委託の可能性 不可能
申請者の課税状況や介護状況等を
確認する必要があるため，外部委託
は難しいと考える。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

〇対象を広げることがあれば予算が増える。
〇高齢化の進行を考えると増額も考えられる。

将来コスト増減見込み 現在より増加する可能性 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

受益者負担の適正度 評価対象外

〇３級以下の人への配慮が欲しい。事業目的実現のための手段 現手段が最適 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている
高齢化の進行とともに重度の要介護
者を家族が介護するケースも増加す
ることが見込まれる。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

成
果
・
有
効
性

成果の達成状況 達成している
給付要件を満たす申請者は増加傾
向にあり，成果は達成されていると
考える。

妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

市の関与の妥当性 社会情勢等から関与が妥当 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

保健福祉部介護保険課

所管部局の評価 外部評価

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価の妥当性 「妥当でない」と評価した理由

45 在宅ねたきり高齢者等家族介護用品給付事業費

整理番号 事　業　名


